特別支援学校で医療的ケアを必要とする子どもの安全性を保障する
看護師の配置に関する政策提言
　
人工呼吸器など医療的ケアを必要とする子どもの在宅療養への移行が進み、特別支援学校に通学する児童生徒が重症化する中で、特別支援学校において医療的ケアを必要とする子どもの安全・安心が守られ、より良い教育が保障されるために、以下の提言を行なう。
１．都道府県全体の医療的ケアの安全とケアのレベルを継続保障するため、医療的ケアを必要とする児童生徒20名につきマネージメント機能を果たす正規雇用の看護師を１名配置する。ただし、設置主体ごとに最低１名は配置する。
平成21年度に日本小児看護学会が実施した全国調査等において、看護師の正規雇用は、特別支援学校における医療的ケアの質の保障に繋がることが見出された。その根拠は、①非常勤看護師の入れ替わりによって低下しやすい児童生徒へのケアの質的な担保、安心で安全な医療的ケアの維持、②看護師の継続勤務による教員や保護者の安心感、③保護者や主治医への責任ある対応、④非常勤看護師への教育指導、⑤医療的ケアを実施する教員への技術支援などの教育、⑥学内外における会議の構成員としての参加、⑦校外学習や宿泊行事への参加と責任遂行、⑧雇用条件の保障により看護師確保の安定、などである。特別支援学校の児童生徒数は、地域、学校、年度によりばらつきがあるが、どのような規模でも年度が変わっても継続的に医療的ケアの安全性を保障するためには、マネージメント機能を果たすことができる正規雇用の看護師が適正配置されることが望ましい。介護老人保健施設では、病状安定期にあり入院治療の必要はないが看護・介護を要する入所者100名当たり正規看護職員９名の配置となっている。特別支援学校の看護師は、日勤のみの勤務であることを考慮すると、医療的ケアを必要とする児童生徒が20名以上いる大規模校では最低1名の正規雇用の看護師を配置することが望ましいと考える。また、平成18年度全国調査では、１校あたり医療的ケアを必要とする児童生徒数は、平均14.1名であった。少人数校では複数の学校の児童生徒を合わせて20名につき1名の正規雇用の看護師を置く形で各学校を巡回等することにより、ケアの質を保つことが可能となる。
２．医療的ケアを必要とする児童生徒５名に対して1日最低1名以上の看護師を配置する。人工呼吸器を使用している児童生徒がいる学校には１名以上の看護師を加配する。
平成18年度の日本小児看護学会による全国調査によれば、特別支援学校看護師の４割以上が緊急事態に直面した経験をもっており、児童生徒の安全を保障する環境整備は急務である。
特別支援学校に勤務する看護師は、常勤する唯一の医療者として医療的ケアの実施について中心的役割を担っており、平成21年の全国の特別支援学校で医療的ケアを必要とする児童生徒（通学生）を全国に配置されている看護師数で単純平均すると、１名あたり5.3名の医療的ケアを必要とする児童生徒を看ているが、実際には各校で不均衡がある。また、児童生徒は１名につき、平均２～３つの医療的ケアを有し、その中でも実施頻度が高く呼吸状態にも影響しやすい吸引が最も多く行われており、今後さらに医療的ケアを必要とする児童生徒数の増加や障害の重度重複化が進むことが予測される。一方、重症心身障害児施設では、医療法に規定する病院として、患児４名に対し看護師１名と看護補助者１名を配置することが義務づけられている。また、超重症児、準超重症児には、それぞれ6歳以上で１日につき4000円、1000円の診療加算がある。そこで、超重症児、準超重症児の判定基準（平成22年厚生労働省告示第72号の基本診療料の施設基準等）を用いて、２校の特別支援学校において児童生徒を判定したところ、Ａ校では、34名中超重症児が５名、準超重症児が21名とかなり重症度が高かったが、Ｂ校では、16名中準超重症児が８名のみであった。人工呼吸器は超重症児の判定基準では最高点を示しており、人工呼吸器を使用している超重症児がいる学校には、看護師の加配が必要と考える。
以上のことを鑑みると、児童生徒５名に対して１日最低１名以上の看護師がケアに当たることが望ましいと考えられ、また、緊急事態が起こりやすいと推測される人工呼吸器を使用している超重症の児童生徒がいる学校では、その数に応じて、１名以上の看護師を加配して安全を保障することが重要である。
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補足説明　・意見１
正規雇用の看護師を配置する特別支援学校が徐々に増えている。平成18年度に日本小児看護学会が実施した全国調査の結果では、特別支援学校の看護師が感じている困難として、病院での看護師の役割と異なる特別支援学校の看護師の役割遂行への戸惑い、他職種との連携の複雑さ、唯一の医療者として緊急時に対応しなければならない重圧に加えて、非常勤雇用であるために研修が受けられない、雇用条件が悪いことが挙げられており、それらのことが看護師を確保することへの困難さにつながっていると考える。リーダーシップを発揮する正規雇用の看護師を配置することは、児童生徒への医療的ケアの質の保障に加えて、非常勤雇用の看護師への教育や支援により看護師の職場への適応を促し、離職の防止につながるものと考えられる。
介護施設である介護老人保健施設では、病状安定期にあり入院治療の必要はないが看護・介護を要する入所者100名当たり正規看護職員９名の配置となっている。重症心身障害児施設では、医療的ケアを必要とする入所者がいる病棟では、１病棟36名の入所者に対し、看護師長、主任看護師の２名の看護実践業務と管理業務を行っている看護師が配置されている。また、指定療養通所介護サービスの事業所（難病等を有する重度要介護者又はがん末期の者であって、サービス提供に当たり常時看護師による観察が必要な者を対象に、入浴、排泄、食事等の介護その他の日常生活上の世話及び機能訓練を行う）では、利用定員を５名以下とし、利用者1.5に対し、提供時間帯を通じて専従する従業者が１以上確保されるために必要と認められる数以上とされ、その内常勤専従の看護師を１名以上配置すること、また、管理者として、常勤専従の看護師を１人配置することになっている。特別支援学校では、介護老人保健施設よりも医療的ケアを必要とする人数が多く、特別支援学校の看護師は医療的ケアを集中的に実施するために雇用されていること、重症心身障害児施設のマネージメント機能を果たす看護師が入所者18名に１名の割合であること、特別支援学校は校舎が広く、看護師の動線が長い、日勤のみの勤務であることを考慮すると、医療的ケアを必要とする児童生徒20名にマネージメント機能を果たす正規職員の看護師を１名配置することが適当と考える。
今後、文部科学省では、インクルーシブ教育システムを推進していく方向性が出されており、医療的ケアを必要とする児童生徒が複数の学校に分散し、１校における医療的ケアを必要とする児童生徒が少ない学校が増えることが予測される。その際、その状況に対応するために看護師の確保や配置を考える必要がある。医療的ケアの質を担保し、効率的な看護師の確保を目指すためにも、マネージメント機能を果たす看護師の導入は必要であると考える。
補足説明・意見　２
特別支援学校に勤務する看護師は、常勤する唯一の医療者として医療的ケアの実施について中心的役割を担っている。平成21年の文部科学省の特別支援学校医療的ケア実施体制状況調査の結果では、１校につき、平均2.24名の看護師が勤務していた。また、医療的ケアを必要とする児童生徒は、全国で6936名おり、そのうち通学している者は4916名で、１名の児童生徒あたり平均2.5個の何らかの医療的ケアを有している。医療的ケアを必要とする児童生徒の数も、１名の児童生徒あたりの医療的ケアの個数も年々増えている状況である。児童生徒は１名につき、平均２～３つの医療的ケアを有し、その中でも実施頻度が高く生命にもかかわる呼吸状態にも影響しやすい吸引が最も多く行われており、今後さらに医療的ケアを必要とする児童生徒数の増加や障害の重度重複化が進むことが予測される。
平成18年度の日本小児看護学会による全国調査によれば、回答した特別支援学校看護師の４割以上が緊急事態に直面した経験をもっており、人工呼吸器を使用している児童生徒が複数いる学校もある。病院とは異なり、特別支援学校では、看護師は唯一の常勤の医療者として、常に適切な判断が求められる。また、一旦、緊急事態が発生したら、医療スタッフも、救命システムも、救命の機器もない中で、中心的な役割を果たさなければならない。安全を担保するためには、看護師の数の確保だけでなく、緊急時対応マニュアルの作成、教員や保護者との連携などの校内の緊急時の体制、外部機関との連携を行い、安全・安心に影響を与える周辺環境を整えていくことが非常に重要である。それを前提として医療的ケアを必要とする児童生徒５名に対して１日最低１名以上の看護師を配置することが必要であると考える。
重症心身障害児施設では、超重症児、準超重症児には、それぞれ６歳未満で１日につき8000円、2000円、6歳以上で１日につき4000円、1000円の診療加算がある。人工呼吸器は超重症児の判定基準では最高点を示している。人工呼吸器を使用している児童生徒は全国に720人おり、医療的ケアを必要とする全児童生徒の10.3％に該当し、１校に３～４名いる学校も少なくない。人工呼吸器を使用している児童生徒は、常時観察が必要で、定期的な吸引、気管切開部の管理に加え、経管栄養などを要することが多い。人工呼吸器を使用している超重症児がいる学校には、その数に応じて、看護師の加配が必要である。
